平成20年6月13日
　策定委員会

素案大綱（案）を検討する上で緊急に解決すべき課題

全体会、策定委員会、グループ討議を通じ現段階において緊急に解決すべき課題として提案します。
この条例の基本的な性格について会員間やグループ間で微妙な差異が見られるように思います。この課題を早急に解決しておかないと今後の素案策定の進行や条例の基本的な性格や制定の目的をめぐって、合意が困難になるのではないか？と思われます。
この原因の一つは条例制定の目的についての全体会、策定委員会などでの討論がなお不足しており、会員相互間の一致が十分行われていない結果ではないかと考えます。
　現在いろいろな会員やグループから基本条例の性格をめぐり、様々な意見が出ていますが、要約すると次の３つの説を基本に自治基本条例の性格が考えられていると思われます。

１　この条例を理念・政策基本条例とする説
この条例の「最高規範性」を強調して、自治基本条例は鎌倉市の行政の基礎、基本とし、総合計画・基本構想・基本計画をはじめ諸計画、諸政策、諸施策などの基本理念とする。また、市民、住民を住民自治の主権者であり、主体者であることを確認しようとする説
 

２　この条例を手続き基本条例とする説
「ゆりかごから墓場まで」といわれる市民生活を営む上で市民は様々なかたちで鎌倉市の行政に対し係わることになります。このとき市民の要望、要求を実現するには先ずはその要求、要望を具体的に鎌倉市の諸制度やその法的基礎となっているさまざまな各種条例にのるように法的な手続きが求められます。この手続きの基本を決めるのが自治基本条例であるとする説
 

３　この条例を行政運営の基本条例とする説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
市の行政を運営するに当たっては主権者である市民（住民）の意向や意見を聞かずにそれをすすめることは本来できません。（市民参加、参画）また、行政を運営するためには、様々な制度や行政組織・機構、個別条例や規則の整備も必要です。このような行政運営をすすめるにあたって整備すべき課題の基本的根拠として自治基本条例を位置づける説。
以上の３つの説について各種の意見はそれぞれ相互に関連しており一つ一つを切り離すことは困難であり且不適当と思われます。今の市民会議の状況では、自治基本条例案の策定に当たってのわれわれの基本的スタンスの重点をどこにおくのか？を討論し、議論を深めることが求められているのではないか？その意思統一がはかられれば討論の方向性が明らかになり、作業の促進がはかられると考えられますので、策定委員会としては、自治基本条例制定の力点（理念・政策の基本か、行政手続きの基本か、行政運営の基本か）をどのように組み合わせるかについて論議を早急に進める。そのために前から提起されている自治基本条例制定の目的についての項の議論を早急に詰め、その結論を市民会議会員の共通の認識にすることを全体会議に提案したい。
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